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音楽を愛好する 気持ちを育てる 音楽学習のあ り方について 
  小編成グループの 演奏発表会を 通して   

( 要 約 ] 

子どもが主体となるよう ，子どもが興味を 抱く教材の選定，グループによる 協力学習・演奏発表授業等を 

取り入れ．学習内容とともに 音楽への感動が 子供の中にしっかり 根付くような 授業を工夫した。 また。 音楽 

を 楽しむことは 集団的・体験的なことと 関わりがあ り，グループアンサンブルに 取り組ませ・ 仲間と協力し   

感動を共有する 経験を味わわせ・ 音楽への愛好 心 が育っていくための 音楽学習の 1 つのあ り方を追求した。   
グループアンサンブル 主体的協力学習 演奏発表授業 選択 曲 開発 音楽の生活化 

Ⅰ テーマ設定理由 きと音楽活動を 展開しそれをやり 終えた成就 

子どもの中には．音楽の 好きな 子 ，音楽に興 感が 1 つの実態 験 として子どもの 心に残る な ら 

味 のむの 子 ，歌は好きだが 楽器が苦手な 子・ あ ば ．音楽を愛好する 気持ちが育っ 第一歩として るぃ は逆のタイプの 子等がかる ょ っ 、 だ ま た 踏み出したことになるのではないか。 

子どもに「何で 音楽が必要か」とうい う 問いを 以上に よ り，本研究では．子どもが 主体的に 

受けたことがあ る。 この ょう な子たちに・どの 音楽に関わり ，音楽を愛好する 気持ちを育てて 

ようにしたら 音楽の楽しさを 伝えられるだ る いくことのできる 教師の援助・ 支援の方法を 研 

" つ ； " 。 究 するため， 本 テーマを設定する。 

どんな時に音楽を 楽しいと感じられるかを ， 

自分の体験から 考えてみた。 つ ぎの 3 点があ る。 Ⅱ 石竹突板吾党 

  いい音楽に出会う。 感動体験をもつ。 小編成グループにおいて ，子どもが主体的   

2  自分なりに音楽を 表現できる。 協力的に取り 組み，一人ひとりが 個に応、 じた 表 

3  自分の音楽が 他人に認められる。 現 ができ，それが 演奏・発表の 場で認められた 

毎時間の授業で ， 子どもに一人ひとりが 上の 1 なら・音楽を 愛好する気持ちが 育っだ る       

つでも感得できたら ，音楽が楽しくなり 主体的 

に 音楽学習に参加していくと 考える。 音楽の目 Ⅲ 研究の内容 

漂は ． 「表現及 び 鑑賞の活動を 通して．音楽の 1  音楽の目標の 分析 

基礎を培 う 」とあ る。 どの子にも音楽の 表現が Ⅲ 音楽科の目標 

できるてだてとして・ 基礎的なことを 身にっ け ①表現及び鑑賞の 活動を通して ，音楽性 

させることの 重要性が指摘されている。 2 の・ 0 基礎を培う。 

自分なりに音楽が 表現できるということは・ こ 「聴くことは ，内面で積極的に 歌うこ 

れまでに身につ いた 音楽の基礎的な 技術の充実 と 」といわれ・また「歌 う ことは・内面 

が 前提となる。 で 第三者として 客観的に聴くもう 一人の 

今回・グルーブアンサンブルに 取り組み． 発 自分が存在すること」といわれる。 この 

表 会を持つという 授業の設定にしたのは 子ども ことは表現と 鑑賞が表裏 一体であ り． 両 

主体の学び合 いの 学習のなかで．基礎，基本の 者が常に同時に 存在して い なければ， 真 

の 定着を計り，それをもとに 個に応、 じた表現を の音楽の表現あ るいは鑑賞はあ りえない 

実現させたひとり ぅ 考えからであ る。 また， 発 ことを示している。 

表 会という目標に 向かって子どもたちが 生き生 音楽の授業でもこのことによって 始め 
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  2)  6 年生の目標 

  音楽の美しさを 味わい，音楽活動を   
しょうとする 意欲を育てる。 

  昔の重なりや 和声の聴取と 表現に重 

  点 を置いて・表現及び 鑑賞の能力を 育 

て 昔への 気 づきが深められ・ 音楽性の基 

礎が培われると 解釈する。 教師は常に。 

表現と鑑賞が 一体となった 音楽活動がく 

り ひろげられるような 授業への配慮が 必 

要であ る。 

② 音楽を愛好する 心情と音楽に 対する 完   
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もの実態をしっかりつかんで・そこから 

出発すべきであ る。 その子どもの 好きな 

ことを認め．それを 発展させたり・ 仲は   

してあ げると共に，まだ 未知の音楽の 分 

野も体験させてあ げることであ る。 その 

とき重要なのは・ 子どもの主体， 性か 重 ん 

じられ，そのなかで 自らつかみとらせる 

ことであ る。 さらに大事なことは．それ 

ぞれの体験が 単に内容習得に 終わるので 

なく，感動的なものとして 子どもに残る 

よう．教材研究・ 実態の把握・ 指導法の 

工夫等を留意したい。 

これらの経験を 長期にわたって ，連続 

的に 肩 十回的にくり 返してはじめて ，音 

楽を愛好する 心情がめ ばえ ，同時に音楽 

に 封 ずる感性も育ってくるものと 言え 

よ、 っ 。 

音楽を楽しむ ，あ るいは音楽を 経験す 

ることは，孤独な 行為ではなく ，社会的 

なものであ る。 より深く音楽に 感動でき 

ることが，社会を 肯定する気持ちを 育み 

㌃ 年 生までに築き 上げた音楽性の 基礎 

を土台に，さらにより 高度な．より 深み 

のあ る音楽活動への 意欲をもり立てる。 

そして．自ら 求めてより積極的に 生活の 

中へ音楽を取り 入れ ， 楽しむことのでき・ ～ ノ   

る ( 自立した音楽活動 ) レベルをめざし 

たい。 

2  実態調査 

① 調査目的…児童が 音楽の授業に 対してど 

う 感じているのか ，また音楽 

に関する悩みはどういうたこ 

とがあ るのかを把握する。 

② 調査対象       6 年生全クラス ( 男子 89 名 

女子 84 名 計 173 名 ) 

③ 調査方法       選択肢及び筆記に よ る質問紙法 

① 調査 其 月間       平成 7 年 6 月上旬 
  

⑤ 嬬十と 分析 ". 学年全体， 性 mU 

く アンケートの 結果 ノ     

口 " 慰 男子 

人 との調和を大事にする「豊かな も 」 

「豊がな情操」を 養 う ことへっながる。 
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Ⅲ あ なたは音楽の 授業が好きですか。 

0@ 10@ 20@ 30@ 40@ 50@ 60@ 70@ 80@ 90@ 100% 
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(3) 音楽の時間に 楽しいと感じたことがあ る 

としたら，どんな 時ですか。 30@ 25@ 20@ 15@ 10@ 5@ 0 

0  楽器を演奏する 時                                                             

0  リコーダーをふく 時                                                                             

0  歌を う た ぅ時                                                                                               

0  合奏の時                                                                                                 

0  楽器・リコーダーが 上手にできた 時                                               

0  鑑賞の時                                                                                                           

0  合唱の時                                                                                                               

0  その他                                                                                                                     

0  5  10  15  20  25  30  (A) 

女子 

(4) 音楽が好きな 人は．どんなきっかけで 

音楽が好きになりましたか。 
0  ピアノをならってから ----------- 

0  リコーダーが 好きだから ( ふけるよう 

0  楽器が好きだから ( できるようになっ 
0  いい曲を聴いてから -------- 一一一一一一一 ---- 

0  もともと好き ( なんとなく好き )  一一一一一 

0  歌が好き ( 好きになってから )                   

0  金管に入ってから                                             

0  その他                                                                   
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(5) 音楽の時間に い やだなと感じることはど 

んなことですか。 

0  歌 う時                                                                                                 

0  楽器・リコーダ 一の時                                                                         

0  うるさい 時                                                                                                     

0  むずかしかと 感じた 時                                                                                       

0  歌のテス @ 

0  まちがえた 時                                                                                                         

0  なまけたり．ふざけたりする 人がかる 時                                                   

0  演奏がうまくいかない 時 ( できない時 )                                                   

0  先生におこられる 時                                                                                             

0  みんなの前で 演奏する ( ひとりで う た ね                                                   

0  自分がなまけている 時                                                                                         

0  ノートまとめ                                                                                                             

0  笛を忘れた 時                                                                                                             

0  テストの時                                                                                                                 

0  楽譜を読む時                                                                                                             

0  鑑賞の時                                                                                                                         

0  自分だけできない 時                                                                                                   

0  その他                                                                                                                             

(6) 音楽に関する 悩みは何ですか。 

男子 女子 

口 口 

0@ 10@ 20@ 30@ 40@ 50@60@70@ 80@90@100% 
      

ア， 高 い 声が出せない 19  :?20                               
                        

ウ ・豊かな 韓 きの 13 "1:I                                 
声が出せない 

( 火 ) 

15 

I5 

5 

  

4 

  

  

  

  

  

  

  

5 

0 10 20 30 40 50・ 80・ 

ァ ．楽譜が読めない 

ィ ．楽譜を読むのに 

時間がががる 

  

その他 ・歌をうまくうたえない ( 女子 1 

  笛の持ちかたで 左右が逆になっ 

ている。 ( 男子 1) 

  笛 と木琴，鉄琴以外の 楽器はあ 

まり上手にできない。 ( 男子 1) 

Ⅱ ノ 
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(7) 合奏のとき、 一番どんな楽器をやりた い 
( 八 ) 

ナ 
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    4035  3025  20  15  10  5  0  0  5  10  15  20  25  30  3540  45  50 
  

①木琴                                                                                   

② 笛                                                                                   

③鉄琴                                                                                       

④ピアノ                                                                                                 

  ⑤大太鼓                                                                                             
⑥小太鼓                                                                                                     

の トランベット                                                                                           

⑧ おツ バル ー -----------------  ----------------- 

⑨トライアンバル """""""""""""""""""""""""""""" ⑩フルー @ 3 

⑪オルガン                                                                                                       

⑫マラカス                                                                                                       

⑬鍵盤ハーモニカ                                                                                           

⑭ タンブリン """@  """"""""""""@  """""@  """"""""""""""""""   

⑮ボンコ                                                                                                             ⑬サックス 0 
⑰クラリネット                                                                                                 

⑱エレクト一 ン                                                                                                 

⑲カスタ                                                                                                             

⑳アコーデ・イオン                                                                                           

⑳ユーフォニウム                                                                                             

②コルネ 、 ヅト ------------------------------------------------ 

⑳ティンバニー                                                                                                 

⑳トリオ                                                                                                               

④ ドラム                                                                                                             

⑳ トロンボーン                                                                                                   ⑰金管楽器 0 ㊨打楽器 0 
く アンケートのまとめ ノ 

・音楽の授業が 好きと答えたのは 女子が圧 

倒的に多い。 

・男女共，歌 う ことよりも楽器を 演奏する 

ことが好きな 子が多い。 

  音楽が好きになったきっかけは ，ピアノ 

を習ってからという 子が一番多く．楽器 

や 歌が好きになってから ，い い 曲を聴い 

てからという 子が多い。 また．好きにな 

る前提として．その 楽器ができるように 

なったこともあ げられる。 

  音楽の時間で 楽しく感じるときは ，楽器 

を 演奏する時と 答えた子が多い。 また   

上手にできた 時 ．何かができた 時もあ げ 
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る 子が多い。 

  音楽の時間でいやだなと 感じる時は・で 

きないことをさせられる 時 ( 歌も楽器も 

含めて ) . むずかしいと 感じた 時 ，みん 

なが集中できない 時 ( おしゃべり，なま 

け・ふざけを 含む ) だと大多数が 答えて 

いる。 

  音楽に関する ，悩みの中で ，男女共，声に 

関してなやみを 持つ子が多い。 また男子 

は，ぜんたいの 3 分の 1 くらいが詩語 に 

対する抵抗を 感じている。 

  合奏の時にやりた い 一番人気のあ る楽器 

は木琴で，その 次にみんなが よ く慣れて 

いる楽器であ る笛が多い。 打楽器は男子 

に希望者が多く．メロディ 楽器として 使 

える ビアノ．オルガン ，管楽器等は ，女 

子のほうが多い。 中には・演奏したこと 

のな い 楽器にあ こがれて，やってみたい ， 

ふ い てみたいという 子がかる。 

く 考察 ノ 

  楽器を演奏することが 楽しい子が多いが ， 

技術的な個人差もあ るので，器楽を 取り 

入れた，教え 合 い， 学び合 い のできるグ 

ループ学習が 効果的であ る。 また．いろ 

いろな楽器を 子ども自ら選択できる よう ・ 

小編成の器楽合奏を 取り入れた い 。 

  音楽学習そのものに 楽しく集中でき ，で 

きるまで練習し 成就感を味わえるよう 

にするため @. こも ．演奏発表の 機会を与え 

たい。 

  読諸 に対する抵抗のあ る子のために・ 階 

名付きの楽譜を 与え．楽器の 練習そのも 

のに集中できる よう にしてあ げることも 

必要であ る。 

3  音楽と心の関係 

音楽に感動する 心とはいったいどのように 

して生まれてくるのだろうか。 

実際の授業の 場で，これは 良いと思う曲を 

子どもに聴かせたとき ，子どもの反応が 予想、 

外 だったりすることがあ る。 目を輝かせてい 

る子が数人いるかと 思 うと ，全然興味を 示さ 

ず 集 申していない 子も目にする。 これは子と     

もの音楽的発達がひとりひとり 違 う ため，聴 

く 力 @. こ 個人差があ るためだといわれる。 音楽 

的発達に認知過程があ り．子どもはそれぞれ 

0 段階で獲得された 力を通して音楽を 理解し 

てかくのであ る。 

ところで， よ く知られた曲や・コマーシャ 

か などの曲は子どもがとびつきやすいという 

ことがあ る。 だからといって 授業のなかで 始 

終こういった 曲だけを扱うわけにはいかない。 

あ る曲が子どもに 受容される時は ，いった い 

どんな条件が 満たされているのか。 教師は． 

音楽で ， 子どもに何を 伝えようとしているの Ⅱ '" 

かを考えてみたい。 

子どもは．これまでの 経験のな い ものに対 

して反応が弱いという 傾向をもっ，反対に ょ 

く 聴きこんだ曲はすんなり 受け入れることが 

できるのであ る。 音楽には，コマーシャルの 

ように短いものではなく ，長い曲や。 一度 聴 

いただけでは 印象の薄い曲も 多い。 毎回聴か 

せる度に良さを 発見できるよう・ め あ てをもっ 

て繰り返し聴かせることが 大切であ る。 

聴いた曲を印象づける 一番よい方法は・ 作 

曲者が音楽を 作ったときの 雰囲気を伝えるこ 

とであ る。 それを知ると ，子どもは単に 耳で 
ノ 

きくのではなく ，心で聴くことができるよう 

になるのであ る。 実際に子どもは 生活から生 

まれた圭 - きた音楽に感動したいのであ る。 一 

方 ，作曲者は自分の 生活 ( 生きている現実 ) 

からのインスビレーションで 作曲という行為 

をしているといえる。 つまり，人は 音楽を通 

して生きている 実感．感動を 伝えあ っている 

のではないか。 

G. A. ポ ジターエフは「音楽を 深く正し 

く 理解すること ，そして音楽の 真の人間的な 

意味を感じることは・ 音楽家でなくても 音楽 

教育を受けてなくてもできる。 音楽は知性に 

ではなく，まず 感情に作用するものであ るⅡ 
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と 述べている。 ( カバレフスキー 著 「子ど 

もの上 、 を 開く」より ) また，キース ，スワン 

ウィッ ク の 著 「音楽としと 教育」にこんな 言 

葉 があ る。 「音楽は心を 通して働きかけるも 

のであ る 目 

これからすると 教師は，作曲者と 子どもの 

心を結びつける 仲介者の役目も 担っていると 

いえよう。 それには，自分たちも 作曲者と同 

じ レベルで感動できる 心を磨いていきたいし 

その心を伝える 話術も磨いてゆきた い もので 

あ る。 

「教育技術とは．人間の 心に訴えるよ う に 

話す技術であ る 目 

Ⅰ ドミトリ・カバレフスキー 

「音楽教育は 音楽家を教育するためのもの 

ではなく，人間教育であ るⅡ 

Ⅴ・ A . スチ コ ムリンスキ一 

子どもの心に 届くように話すことによって ， 

音楽を子どもの 実生活からかけ 離れたものとし 

て ではなく．彼らの 生活そのものだということ 

を理解させたい。 理解するだけでなく 感動まで 

高められたとしたら ，音楽が子どもの 心の底に 

いっまでも根ざしていくだろう。 

4  音楽とバループ 学習 

子どもが主体的に 学び・生き生きと 活動す 

る授業．学び 方を学ぶ授業のあ り方は ，よ く 
（ 

追究される課題であ る。 これまでの授業 ( 教 

師 主導型 ) では，教師と 児童という結びっき 

が強く・児童相互の 結びっきもあ るにはあ る 

が，やはり教師と 児童の方が強いように 思 う 。 

こういう場合，授業の 中での子どもの 動きは 

少ない。 子どもはひたすら 教師の方に注目し 

教師の話をよく 聴き・理解しょうと 努める。 

悪く言えば指示待ち 症候群であ る。 グループ 

活動があ るにしても・やはり 教師 対 児童の形 

に 帰する。 

これに対し子どもの 主体性を主んずる 授 

業は，あ くまで子ども 相互の結びっきが 中心 

であ る。 教師は ， 子どもが自らの 学習を進め 

る上で，必要な 時に必要なことを 援助し・ 助 

言 する役割を担 う のみであ る。 特に音楽にお 

いては，集団的・ 社会的性格を 持っことから ， 

グループ学習の 形態が有効であ り，重要と考 

える。 

グルーブ学習の 特性として，下記の「共に 

学ぶ過程」 ・ 「自発性に基づいた 活動」   

「生活の中での 遊び」の 3 つ をあ げ・それら 

が 楽しい授業・ 音楽を楽しむこととどうつな 

がっていくのかを 考えてみたい。 

/0 共に学 ぷ 過程Ⅰ   

  

子ども同志の 結びっきの強 い 学習 ( グルー 

プ学習 ) では・共に学ぶ 過程でお互いに 関わ 

りを持ちながら ，自分の位置・ 自分の姿が 

よ くわかり，自発的に 知恵を出しあ い磨き合 

う 学習が展開される。 それが・生き 生きとし 

た動きのあ る授業となり : 教師主導の静的な 

授業に上ヒべてより 質の高いレベルへと 子ども 

が 引き上げられていく。 また自発的な 行為は 

遊びの感覚に 似ている。 遊びは強要されてや 

るものではなく．自らの 意志で行動し 喜びを 

得るものだからであ る。 生活の中での 遊びの 

感覚で音楽を 学習できることは ，真に音楽を 

楽しめる授業を 保証するものと 確信する。 
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自分にも思 い 当たることがあ る。 かねがね自 

分の生活と音楽がど う 結びついているか ，自 

分は本当に音楽を 楽しんで い るかということ 

で考え続けてきた 問題であ る。 子どもは教師 

の 鏡であ る。 教師であ る自分が十分に 音楽を 

楽しみ，生活に 取り入れることなしに 音楽の 

生活化を教えられるだろうか。 

これは．自分だけの 問題ではなく・ 自分が 

受けてきたこれまでの 音楽教育のあ り方に根 ， 

ざしている問題があ るようだ。 

プ
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ここで，日本と 西洋の音楽に 対する考え方 

の違 いは 「音楽をする」という 動詞の解釈の 

仕方にはっきりと 表れている。 

( 日本 ) 笛を吹く ， 琴を弾く ， 

太鼓を叩くづ 行為を叙述 

( 技術の問題 ) 

( 西洋 ) Play( 英 ), spielen(@ 独 ) 
遊ぶ つ 音楽は楽しむもの 

play  the  Hue 

p ヒ y  the  Koto 

団 ay  the  Ta 山 。 

このように，西洋が 音楽を楽しむという 感 

覚を持っているのに 対して，日本は 技術を身 

につける ( 人間修養 ) という感覚が 強い ，こ 

れは，伝統的に 受け継がれてきている 感覚な 

ので，よほど 意識してかからないと ，これま 

で身についてしまった 音楽に対する 感覚を自 

己改革して い くことは難しい。 

大事なことは ，音楽を愛好する 気持ちが生 

活の中で，空間的にも 広がっていくことはで 

きないかということであ る。 

空間的 グループ + 学級・学年テ 学校全体 

+ 家庭や地域 

時間的 小学校 づ 中学校 づ 高等学校 + 生涯 

め
 
を
 
化
て
 

古
 
し
 

 
 生
ざ
 

ここで我々音楽教師が。 音楽の生活化をめざ 

して，学校の 現場でどんなことができるかと 

いうことを考えてみたい。 

ク 発表形式のようなものを ，学期に 1 回は 

設定し単発的なものではなく ，学期あ る 

いは年間を通して 一貫したテーマをもた 

せる。 

力 学級で 1 日の日課の中に・ 子ども主体の 

音楽活動が取り 入れられるようにする。 

( 朝 ・帰りの会，給食時間の B.G.M 等 ) 

学校での生活化の 母体はやはり 学級であ る。 

子どもたちは 学級で過ごす 時間が長 い ので， 

音楽教師は学級担任と 連携し音楽室の 中 

の音楽が学級に 生かされる よう 努めること 

が ．生活化への 成功の鍵であ る。 

介 音楽活動を人間交流の 一貫として捕らえ ， 

身近な生活の 中で，音楽の 交流を持っ機会 

を設定する。 ( 必ずテーマを 設定する ) 

( 学級間，学年間交流，家庭・ 地域との交 

流等 ) 

阿 兄弟学級との 音楽会，父母を 招いての 

コンサート 

カ 音楽を取り入れた ，台秤的な学習に 取り 

組み．それを 使って活動させる。 

( 紙芝居．楽器作り 等 ) 

  介 音楽・価値観の 多様化している 中で。 い 

ろい ろな時代・いろいろな 国や地域の特色 

あ る音楽に目を 向けさせる。 ( 鑑賞 ) 

ナ 子ども一人ひとりが．あ る 1 つめ 楽器に 

習熟する よう ．学期あ るいは年間を 通して 、 ノ 

取り組ませる。 楽器の選択は 子どもに任せ ， 

取り組ませる 形は個人・バループアンサン 

ブルとする。 

まだまだいろいろな 方法があ ると思 うが ． 

教師の個性を 生かして音楽に 対する情熱や 

信念を貫くことが 大事だと思 う 。 そうすれ 

ば．子どもは 必ずや受けとめてくれるだ る 

うし教師の人間，性を 通して，音楽のひと 

つのあ り方を認識していくものと 思う。 

W  授業実践 

音楽科学習指導案 

平成 7 年 6 月 27 日 ( 火 )  3 校 時 

浦添市立 港 川 小学校 6 年 8 組 

男 子 20 名 女 子 17 名 
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2  題材設定の理由 

音楽の授業を 通して い て特に感じるのは・ 

子どもたちの 個人差であ る。 合唱指導のとき 

自分の居、 うような声のだせない   悩みを持っ子 

  / 
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教師があ る程度の治療をしてやるが・ 教師の 

一方的な指導にな r), 本人はやらされている 
という感じを 受けることが 多い。 器楽指導の 

時も同じであ る。 こうい う 問題は特に高学年 

になるにつれて 顕著に現れてくる。 

ここで問題になることは ，音楽が苦手な 子 

への技術指導が ，一方的に教師から 子どもへ 

課せられたり ，訓練的になってしまうことで 

あ る。 子どもだけでなく ，人は他人から 強制 

的に何かをさせられるのは 苦痛であ る。 こ う 

い う ときに，子ども 相互の教え合い・ 助け合 

いのできるグループ 学習は有効と 考える。 

「音楽科バループ 学習」の中で ，竹下英二は 

臣 「技術習得は 集団のなかで・ 心の結びっきを 大 

切にしながら ，自発的な活動の 中で獲得させ 

ていくべきであ る」と述べている。 また． 

「音楽の知識や 能力は ， 子どもが音楽で 十分 

に生活できたときにはじめて 血肉化するもの」 

とも述べている。 

ところで，子どもの 実態調査から 六年生の 

どのクラスも 楽器の演奏に 興味を持っ子が 多 

く， いろいろな楽器が 使える合奏が 楽しいと 

答える子が多い。 そんな中で・ 読譜に 抵抗を 

もっ子や，上手に 演奏できない 等の悩みをも 

っ子など・技術的な 個人差にかなり 開きがあ 

る 。 そこで．器楽のバルーブ 学習をとり入れ 

（ ることによって・ 子どもが相互に 友好的な雰 

囲気の中で．主体的に 学び ， 楽しく音楽活動 

ができるであ ろうと考え，個人差に 対応した   

小編成によるアンサンブル 学習を設定した。 

3  指導目標 

Ⅲ 昔の重なりや 和音の響きを 感じながら， 

楽しく演奏する。 

(,2) グループで協力し 練習のめあ てや楽器 

め 組合せを工夫する。 

穏 ) グループの中の 自分の役割を 自覚し・ 真 

剣 に取り組む。 

(4) 演奏・発表の 場を通して，アンサンブル 

の楽しさを味わう。 

4  教材鶴 

子どもは高学年になると ，リズムにのれる 

曲だけでなく．メロディの 美しい曲にも 興味 

を 示す。 下記の 6 曲は．いずれも 和声の響き 

が豊かで，加えてメロディの 美しい曲ばかり 

であ る， 6 つのグループに 1 曲ずつ合うよう 

に ．教科書から 4 曲，教科書外から 2 曲を選 

んで 6 曲とした。 もちろん・子どもたちに 選 

曲はまかせるので ，複数のグルーブがあ る 1 

曲を選ぶことも 考えられる。 

調性の上から 見てみると，小学校で 習う ハ 

長調・ イ 短調・ へ 長調， ニ 短調・が全部はいっ 

ており・教会旋法も 1 曲取り入れた。 拍子は， 

四分の姉拍子・ 四分の四拍子・ 八分の六拍子 

と適当な変化があ る。 曲の感じは，リズム 的 

は はおとなしいが 和声の響きを 聴いて味わう 

という単元の 趣旨にかなっていると 思う。 こ 

れらの曲は，発表会という 形式で演奏される 

ので，全曲を 聴いて楽しめるためにもできた 

ら変化に富むことが 望ましい。 

0  エーデルワイス ( ハ 長調・四分の 三拍子， 

aa, bb, ) 

・よく知られている 曲 なので取り組みやす 

、   。 

， 明るく優美なメロディが 魅力的な曲であ 

る。 

0 モルダウの流れ ( イ 短調，八分の 六拍子， 

aabca) 

・流れるような 中に緊迫感のあ る 曲 。 中間 

部はドラマチックな 展開 

・ 弱 起の曲なので ，よく聴きあ って各出だ 

しをそろえる。 

0  グリーンスリプス ( 教会旋法，八分の 六 

拍子， aa, bb, ) 

・三度のハーモニーが 美しく，長調や 短調 

にない独特な 味わいがあ る。 

  くりかえしがあ って覚えやすい。 

0 サウンド，オブ・サイレンス ( ニ 短調， 

四分の四拍子． abed) 

  映画音楽で有名な 曲。 

ガ
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・三度のハーモニーが 織りなす涼やかな 響 

きの中に，途中ビートをきかせた 打楽器 

が加わる編曲になっている ， 

0  イエスタディ ( へ 長調，四分の 四拍子， 皿 

ba) 

，語りかけるような 美しいメロディの 曲 ， 

・ ボ リフォニックなかけ 合いがあ り，和音 

の 響きの変化も 美しい。 

0 チムチム ・チェリー ( 二期 調 ，四分の姉拍 

子・ aa.b) 

全体の 8% にあ たる。 嫌いな理由に ， 声の 

  悩み・ 読 譜の悩みを持っている 子が多いよ 

うであ る。 特にこのクラスの 男子は， 6 年 

の他のクラスに 比べても・ 読諸 に抵抗を感 

じている子か 多く，半数近くを 占めている。 

Ⅲ クラス全体の 雰囲気としてはおとなしく・ 

音楽の授業もやや 活気が足りない。 反面， 

歌声や合奏がきれいにまとまっている 時に 

音楽が 架 し、 、 とか， 合 Ⅰ昌の高音・ 低音の練 

習が好きであ るとか． いい 曲を聴いて自分 

つ " 

ノ 

  有名なく ユー シカルナンハ 一で ， 親しみ もその音楽をつくりたいというふうに・ か 

やすい 曲 。 なり音楽的関心の 高い子か何名かいる。 よっ 

リズミカルで 美しい メ ロティ " て， こ う いう子たちにアンサンフルの 活動 

の場を与えるのは 非常に有効であ ると考え 

5  学級の実態 る 。 

山 実態調査に よ ると，音楽の 授業が好きか (3) 今回は，器楽アンサンフルが 中心なので   

という問いに 対して，クラスの 約 38% が 好 学級の実態に 即して 読 譜の抵抗を取りの ぞ 

きと答え，約 54% は普通と答えている。 好 いたり・グループの 学びあ ぅ 雰囲気を大切 

きな子の 71% は女子で，全般的に 男子より にして，少しでも 苦手な子たちに 楽しい 昔 

女子のほうが 音楽の授業が 好きの よう であ 楽 活動を実体験をさせた い ものであ る。 

る 。 嫌 いと 答えたのは男子たけで (3 名 )   

6  指導計画 

0 手間   め あ て 学習活動 教師の援助・ 支援 

第 Ⅰ 時     アンサンフル 学習の   アンサンフル 学習のめあ てを ，グルーブアンサンフルで 大切な 

め あ てを っ かむ。 っ かむ。 ことについて 話す。 

  アンサンフルの 候補助 06 曲 

  

心 をひとっにする 

を聴き．リコータ 一でそれぞ ( チームワーク ) 

れの 主 旋律を視奏する。 
集中して真剣に 取り組も   

  候補 曲 の 主 旋律を覚 
  注意深く聴かせるために 各自由 

える。 
の 感想、 を書き ，や づたい曲を選 

曲 させる。 

( 鑑賞カード ) 

第 2 時クルーブの 中ての自分 ・グルーブ編成をし 各バルークループ 編成は能力均一型を と る 

， の役割を自覚する。 フで 選曲，役割分担 ( 楽器 決 ので・リーダーは 教師か所以って 

め ) をする。 決めてお { 
  クルーブ学習の 約束を全体で 各バループ 2 人ずつ ( リーダー   

確認する。 楽譜が読める 人 ) 
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第 4 時 

第 5 時 

昔の重なりや 和音の響 

きに注意して 練習する。 

協力しながらひとりひ 

とりが 真釧 ・ こ 取り組む。 

  各バルーフのめあ てに従いアン 

サンブルの練習をする。 

( 曲の感じ，楽器の 組合せ・練 

習の工夫 ) 

  全員で・練習の 際困ったこと・ 

問題点をあ げて話し合う。 

  グルーブ問にまとまりの 差があ 

れば，励ましの 言葉をかける。 

「個性が強 い / Ⅰが多いとまとま 

りにくいが・まとまると 大きな 

バヮ一 となる 目 

  前 時の反省をもとに ，アンサン ・アンサンブルの 練習の仕方を 具 

ブルの練習をする。 体 的な順序で共通理解させる。 

  火退場のリハーサルを 行 う 。   中間発表における 相互評価の観 

  発表会の進行係を 決める。   点を示す。 

第 6 時 響
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反省   巨 ．を捉える。   
第 7 時 他 グループの意見を 参 

考に自分のバルーブの 

演奏をさら @. こ 工夫する。 
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第 8 時 アンサンブルの 楽しさ ・グループアンサンブル 発表会 

を 味わう。 

  これまでをふりかえり・がんばっ 

たこと ( 全体・個人 ) をほめ， 

最後の演奏に 自信をもって 臨む 

よう励ます。 
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l , 巧 う汁ドヲ升ソラ ⑦九 % ソ ヲ方 ミ   

ll 。 円 円さ しドヲ乃ゾ 70 デゾ ⑭下中 ソ ソ，   
第 1 希望に何を選びますが。 (   

    グループアンサンブル 学習カード   6 年 (  ) 組 
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 1  曲名 (   調 

  折丁   

2  曲の感じ 

練 

習 ・ 3  楽器の組合せ 

f 

  

4  演奏の工夫 

6 の 氏名 第 1 印象 
            
  1       l   し しみ Ⅰ 弓ら         
1       1 。               

  

    
  
  
  
  

  

  

  

  
  

その理由 ( 

  

 
 

 
 

  

"" """ 一 
  

  

@ . @ 組 めん 笘 協力 ォ ム @ と Ⅱの学習でこまった 
  

    
グループで 

  
  

  ノ   
  
  

  
  
  

    

アンサンブル l 
( 合わせる ) 
の練習 

  

6  中間発表 
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7  子どもを主体的に 動かす教師の 援助・支援 

① め あ てを っ かませる ( 主体的な行動への 原 

動力 ) 

  子どもの心の 動きを よ く 見 ，子どもの内 

面からやる気を 呼び起こすように 話す。 

  め あ ては・情意的内容を 兼 #a 合わせて 提 

示する。 ( 学習内容のみに 終わらず，人 

間教育を根底に ) 

  毎時間初めに。 気持ち良く楽しく 活動が 

始められるように 気分をもりたてる。 

う
も
 

こ
と
 

「
 
子
 
 
 

琳
弧
 

 
 し
し
 

た
と
 

せ
 

」
 

さ
か
 

映
 
う
 

反
ど
 

 
 老

け
 

の
ぃ
 

師
た
 

教
し
 
の 意志を尊重し 子どもから同意や 意見 

る
 
と
 
み
 
{
 
を
 
ち
 

 
 め

の
 

求
も
 

な
 
ど
 
子
 
O
 

下
 

  フ
タ
 

一
を
）
 

ル
 
舌
ロ
 

グ
助
 

は
な
 

 
 

あ
 
で
、
 
 
 

り
上
 

と
た
 

ひ
し
 

り
握
 

と
把
 

ひ
 
き
 

 
 ど
実
 

子
の
 
イミングよく 与える 0 ( タイミングよく 

一子どもはそれぞれ め あ てを持ち，その 

考えに従って 行動しているということを 

念頭に ， 心の動きが捕らえられるよう 観 

察を怠らない。 ) 

0 子どもの人格を 尊重した注意を 心がける 

・子どもが明らかに 間違った行為 ( 自分本 

位な，わがまま・かってな ) をした時は 

その場で厳しく 注意する。 この時・相手 
（ 

0 行為を責めることだけに 終わらず・ 常 

に ，教師が相手の 子どもを良くしょうと 

しているのだという 黒いが伝わるような 

話し方を心がける。 

0 良 い ことを取り上げる 

・子どもの変容 ( 望ましい方向への ) に 気 

づいたら，その 場で・あ るいは全員を 集 

めた場でほめ ( ほめちぎる ). 他の子ど 

もたちへの刺激とする。 これは本人のや 

る 気と自信につながる。 

0 子どもが目標を 見失わないように 導く 

・子どもがつまらなそうな ，やる気ののな 

い 態度を見せたら ， これはその子どもが 

目標を見失っている 姿だと捕らえ・その 

一 13  一 

子なりの目標を 見つけられるよう ，十分 

話し合いをする。 

0 全員がリーダ 一の気持ちを 持つよ う に意識 

づける 

  リーダーを置くが ，グルーブのひとり ひ 

とりも広い意味でのリーダーとして 意識 

づけをする。 ( みんなで協力してリーダー 

をもりたてる ) 

0 子どもが中心になって 活動できる雰囲気作 

りをする 

  グルーブの活動に 関しては・ リーダ一に 

一任する。 

( 集合・解散・ 反省力 一ド等 ) 

  発表の際の進行はすべて 子どもの司会に 

よって進める。 

  ピアノの弾ける 子に人退場の 行進曲を弾 

いてもら ぅ 。 

  ひとりひとりに 演奏以覚にも 発表の場を 

与える。 ( グループのあ いさつ等 ) 

0 学習の仕方，音楽的内容のアドバイス 

・練習の方法がわからなかったり ，迷 いが 

生じたりした 場合，具体的な 手立てを 教 

えてあ げる。 

例 ①トライアンバルのリズムを 考えて 

いる 子 

  最初から最後まで 鳴り続ける楽 

器は魅力が半減する。 

  鳴らさない部分と 鳴らす部分に 

分ける。 

  鳴らす部分は 2 種類くらいにリ 

ズムや演奏の 技法を変えてみる。 

②楽器の組合せ 

・ハーモニーをきれいに 響かせた 

いところは，同種の 楽器を組み 

合せる。 

  音色の違う楽器は ， 曲のクライ 

マックスやフォルテの 場合に重 

ねると効果的であ る。 

  1 つめ 楽器の単旋律は ，前後の 

音楽をひきたてる。 ( 鉄琴のみ， 

// 



  

" ノ 

あ るいはピアノのみ )   個人練習と合わせる 練習を交互 

  打楽器は最小限度に 効果的に使 に ・ 行 なう。 

うこと。   昔の入りがわからなかったり ， 

③アンサンブル ( 昔 合わせ ) への 取 合わせた昔が 合わない時は ，友 

0 組み方 達や先生に聴いてもら つ ・ 

  あ る程度 昔が 取れたら， ( 比較   全曲が通せた 段階，曲の仕上げ 

的 遅いテンボで ) 2 バートずつ 0 段階で ， 必ず録音して 聴いて 

音 合わせをする。 ( 他の子はしっ みる。 

かり聴く・拍子をとる ) 

8  本時の指導 

(1@ ねら ぃ 

  昔の重なりや 和音の響きを 感じながら，楽しく 演奏する。 

， 他のグルーブの 発表を聴き自分のグルーブの 演奏をふりかえる。 

佗 ) 展開 

学 習 活 動 教師の支援・ 援助 

め ・ 発表のリハーサルについて ・のびのびと．気分をリラックス 

評 価 
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目
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色つ 

がどういうことを 頑張ってきた 

か   
  のかを意識させ・ 演奏に集中で @ 

む きる よう にさせる。 

  積極的に話し 合いに参加し 

展争 ㌶二て 曽薯 ニヱ了姉しかたをバルーブの 紹介を工夫させる。 ているか。 
プ   

l 中間発表をする。   子どもが主体となって 活動できる ，堂々と落ち 着いて発表でき 
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l 各バループの 発表終了後た・ 退場から次のグループまでの 入場 だちに相互評価・ 発表をさ は記録の時間をとるため ， 1, @ 

せる。 分持たせる。 

く グループの評価の 観点 ノ ・司会者は自分であ いさつ文を考え ， 

  曲の感じが出ているか。 タイム 係 と連係して進行を っかさ 

つけようとしているか。 
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Ⅰ 

学 習 活 動 教師の支援，援助 

  一人ひとりの 持ち味が生かさ   グループの紹介は 全員が発表で 

展 れているか。 きる よう 工夫する。 

  楽器の組合せが 工夫されて い 

るか。 

開 ・協力しあ っているか。 

ま ・ 次 時のめあ てを立てる。 

と 

め 

グループアンサンプル 中間発表アドバイスカード 

(  ) 年 (  ) 組 ( 

女友達のグループの 良かったところや 直したら良くなる 所を教えてあ げよう 

Ⅱ 

O  よい 0  ふ つぅ ム がんばって 

評 価 

  

  自分のグループの 演奏をし 

っかり反省し 次時のめあ て 

がつかめたか。 

 
 

1"-                                       
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ア
 
プ
 

仙
一
 

 
 事

力
 

1  グループアンサンブルカ 学習は楽しかった 

ですか。 

ア ．楽しかった 226 ( 男子 13 女子 13) づ 74% 

イ ．ふつ ぅ 9 ( 男子 6 女子 8) 

ウ ．楽しくなかった 0 

2  ( グループ編成を 変えて・曲を 変えて ) もっ 

とたりた い ですか。 

ア ．やりた い 29  ( 男子 14  な子 15) 

ィ ．やりた いと 思わない 6 ( 男子 5 女子い 

3  これまでのクラス 全員でやる合奏のとき ， 

グループアンサンブルのときに 比べてどう 

思いましたか。 ( よかったこと・むずかし 

かったことなど ) 

0 よかったこと 

・いろいろな 楽器を使ったこと ，少人数で 

がんばったこと・グループアンサンブル 

の方が楽しい・バループで 楽しくやった 

こと・好きな 曲が選べたこと・ 少人数だ 

から目立った ，少人数でごたごたしてい 

ない・ 1 つ 1 つの楽器の持ち 味がわかっ 

た・いろんな 曲に個性があ ったこと・ な 

まける人がひとりもいない 

0 むずかしかったこと 

  他の楽器とあ わせること，少人数であ わ 

せること・いろいろな 楽器をあ わせるこ 

と・なかなか 合わなかった 

4  ともだちに何か 教えてあ げたり，と も だ ち 

から何か教えてもらったことがあ りました 

か O 

  笛の難しい指使い・ 階名付け，鉄琴の 弾 

き方・オルガンで 強弱や昔の長さ・ 練習 

のこつ ・まちがえた 昔を直してもらった・ 

演奏の工夫・ 出だしのタイミンバ・もっ 

とがんばってと 言われた，も う すこし 聴 

  

  

き めう とり か こと 

Ⅰ 6  一 

5 自分で何かを 工夫したり発見したりした 

ことがあ りましたか。 

・合わせること・たくさん 練習したこと・ 

楽器の種類を 増やしたこと・ 強弱を工夫 

した，楽譜を 簡単にした・ 自分で昔を考 

えた・楽器のリズムを 考えた・ピアノ を 

よ く聴いていたらタイミングがとれる 

，まちがえないようにがんばった・みん 

なで協力するとなんでもできる 

6  これまでの授業をふりかえっての 感想 ( 原 

文 ) 

イ   

音いろいろな 楽器を使ってあ わせた所がとて 

もきれいだった。 合わせることが 難しかっ 

たけどとても 上手にできた 

昔今日は音楽の 時間で一番たのしかった。 こ 

ういうグループアンサンブルをやっていい 

  思い出になったと 恩、 う 。 

炎 グリーンスリーブスをやることがすぐ 決ま 

り ，楽器も決まったけどどうもうまく い き 

ませんでした。 ・他の楽器を 徐々に入れてみ 

たら， きれいになっていきました ，でも， 

本番でちょっとまちがえたけど ，うまくグ 

ループアンサンプルができ・ とてもうれし 
、 ノ 

かった。 

曲私は，グループアンサンブルでとてもはず 

かしくてドキドキドキドキしていました。 

また今日みたいなのがあ ったらいいと 思い 

ます。 とても楽しかったです。 

廿 最初はやりたくなかった。 どんどんやって 

るうちに楽しくなってきました。 鉄琴が 難 

しかったけど ，成功したのでとてもうれし 

か つった。 

昔 いろいろ合わなかったりしたけれど ，協力 

したおかげでかい 演奏ができました。 協力 

を学んだ。 

女 これからもこの ア ンサンプルをいかしてが 
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つ
 

ガ
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ん
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り
 

も
 
土
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 Ⅱ
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オ
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し
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ぃ
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昔
 

く 考 察 ノ 

  グループアンサンブルの 学習は楽しかっ 

たかの間 い に男女同人数が 楽しかった と 

答え・全体の 74% に到っている。 普通で 

あ ると答えた子も 合わせると 100% になっ 

ている。 ほぼ全員が成就感を 得られたと 

考える。 

  もっとやりた いと 答えたのも男女ほぼ 同 

じであ る。 

Ⅰ   グループアンサンプルをやって 良かった 

ことに，グループで 学べたこ ど， いろい 

ろな楽器を使えたことをあ げる子が多 い 。 

これまでと一歩進んだ 気づきが得られた 

子もいた。 難しかったことには ，全員 

。 合わせること ，をあ げている。 アンサ 

ンブルがいかにむずかしく ，グループの 

協力・努力が 必要かが子どもの 感想から 

もうかがえる。 

  子ども同志でいろいろ 教えあ ったりして 

いるので。 読 譜面で苦労したことは ，感 

想にあ まり出ていない。 音符や記号を 学 
び合 う だけでなく，励ましあ っている姿 

も伺える。 

  発表の場を乗り 越えるということもあ っ 

て ， 子どもたちの 真剣な取り組みがなさ 

れ・その中から 普段得られない 工夫や発 

見 も見 ぃ だした よう であ る。 

学校生活の中から   業 終了後の子どもの 声   

（ 

(1) 中間発表の前・ 後 

  

  

(2j 学期終了後 
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V  研究の成果と 今後の課題 

く 成 果 き 

・子どもひとりひとりが ，発表の緊張感を 味 

わい，自分を 表現したという 成就感を得ら 

れたのは良かった。 

  子どもにいろいろな 音楽体験をくりかえし 

積み上げさせ ，長い目で育てるという 点か 

ら，今回のグループアンサンブルの 取り組 

みは有効であ った。 

  発表形式のようなものを 年間の計画に 取り 

入れることは。 音楽の生活化を 図る上にも 

良いことだと は、 う 。 

  グループアンサンブルは ， どの子もバルー 

サ 

プ の中で重要な 役割を自覚し 自ら進んで 

取り組めた。 特にこれまで 音楽が苦手だっ フ 
た子や嫌 い だった子のほとんどが ，楽しかっ 

た，もっとやりたいという 感想、 をもったの 
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（ 

配ったことは ，他のグループの 曲にも親し 

めるチャシスを 与， えた。 

  中間発表の相互評価を 全員外グルーブごと 

に情報交換できるようにしたので ( 切り 貼 

り ), 練り直しのときは ，グループの 練習の 

ねらいがはっきり 持てて良かった。 

  選択 曲 に対する，グループとしての 曲の感 

じを統一させたことは・ 曲に対する ィノー 

、 ジ ，曲想作りへの 助けになった。 

く 課 題 茅 

  アンサンブルの 選択 曲 6 曲は ， 子どもが 十 

分 親しんでいない ，馴染みの薄い 曲が多かっ 

たことから，前半の 授業計画に思ったより 

時間がかかった。 前もってコケ 円位， 子と     

もに聴かせたり ，笛でメロディを 吹かせた 

りして親しませる 期間が必要であ る。 また． 

曲を 1 曲にしぼって 全グループが 同じ曲に 

取り組む方法もあ り，この場合は ， お互い 

の曲を比較・ 鑑賞でき，より 深い昔の気づ 

きが得られる 点で有効であ る。 

  中間発表の時．グループ 間の評価に加えて 

グループ内の 評価も発表させると ，自分た 
  

ちの演奏をふり 返ったり，比較しやすいの 

ではないか。 

  子ども中心の 活動・発表であ ることはよい 

が ，ここはという 時に教師が出て 学習に深 

みを出す工夫はほしかった。 

  練習場所・楽器の 調達の面はもっと 工夫し 

子どもに十分な 練習を確保してやる 必要が 

あ った。 

  演奏する時の 立ち方の工夫が 必要 ( 全員が 

よく見えるように ) との指導があ ったが， 

発表する舞台が 狭かったこと ，事前指導が 

たりなかったことがあ げられる。 

今回のグループアンサンブルの 取り組みは． 

大多数の子どもたちに 様々な気づきと 変容 

をもたらしたと 思 う 。 しかし教師の 支援・ 

援助や・物的環境の 面でまだまだ 課題が残 

されているので ， ヰ、 後さらに研究を 深めて 

い きたり。 

終わりに 

研究所での 6 ケ 月間は・十分な 時間の中でた 

くさんの本を 読むことができ ，じっくりと 研究 

に取り組むことができました 0 そして，懇切 丁 

寧 な指導のもとで 研究論文なるものを 書き上げ 

ることができました。 一つのテーマから ，こん 

なに深みと広がりをもって 研究したことは 初め 

てであ り，貴重な経験です。 現場にもどっても ， 

空回りせず・しっかりと 子どもと向き 合う自信 

がついたように 思います。 

この研修お世話になった 面積珠代先生，研究 

所の田中一朗所長，早那覇 武 係長， 当間 正和指 

導主事をはじめ ，関係機関の 諸先生方，また ，こ 

の機会を与えて 下さった山内 彰 校長先生に厚く 

お礼を申し上げます。 
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林 光     一 ツ 橋書房。 

音楽の学校 
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